
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 4(2022)年度 西谷地区まちづくり協議会役員紹介 

会   長       二井 久和 

副 会 長     平井 清文    塗家 昭彦    宮上 佳江 

理   事       龍見 奈津子    今北 さゆり   中谷 省三   小南 松美      

境   雅彦     栗林  猛    中林 正行  仲   清人     

小池 宏幸    辰家 宏弥      蔵本 直文 

監    事       森脇 昭雄    古東 晴美 

オブザーバー    小川 ゆかり（北部振興企画課）              「まちキョン」 
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西谷コミュニティだより 第 84 号 令和 4 年 9 月 20 日発行 
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禁止します。紙面に関するお問い合せは西谷地区まちづくり協議会事務局 電話 0797-91-1788 までお願いいたします。           

             

令和４年度西谷地区まちづくり協議会総会開催のご報告 

西谷地区まちづくり協議会総会が 5 月 21 日(土)、 

西谷ふれあい夢プラザにて 3 年ぶりに対面にて行われました。 

（過去 2 年はコロナ禍で書面議決でした） 

1. 自治会連合会会長に平井清文会長が新たに就任されましたので副会長として就任して頂き、そのほかの執

行部役員は続投で承認されました。（裏表紙に令和４年度の役員名を掲載） 

2. 新たに地域活性化部会（仲 清人部会長）が創設承認されました。今後、西谷地域の活性化に関する事業

を担って頂きます。 

3. その他、令和 3 年度事業報告、決算報告、令和 4 年度事業計画、予算について全て承認されました。 

（報告） 

1. 西谷地区移住の受け皿づくり事業：前年度に（宝塚にしたに SMOCCA）という空き家情報ホームページ

を立ち上げましたところ、西谷に住みたいがどうしたら良いか等の問い合わせ、情報を下さい等の登録者

が 18 件ありました。また、空き家を貸しても良いよという方が 3 件ありました。 

年末までに空き家見学ツアーを開催する予定で、1 件でもうまくマッチングできるよう調整中です。 

2. 県有環境林の伐採について：兵庫県環境部環境政策課よりまち協、自治会連合会、地元自治会それぞれに

説明があり、玉瀬 1 クラスターにおいて実証事業が開始されました。作業道を作り、15ｍごとに幅 5ｍ×

奥行 50ｍ程度に縞状に伐採され現地でチップ化して神戸市北区のバイオマスラボへ供給されます。 

3. 地域管理構想の取り組みについて：国土交通省の事業として宝塚市が選定されました。そして、西谷地区

で庁舎、消防署等が集まり中核となりうる大原野の中部地区と西谷で唯一圃場整備が行われていない下佐

曽利地区がモデル地区として選定されました。今後、各地区で人口減少に対応した地域の将来像について

話し合いが行われます。 

4. デジタル化促進事業：本年度宝塚市よりデジタル化に対する補助金が出る事から、まち協ではネット会議

の行える大型ディスプレイ、タブレット等の関連機材を購入し充実させる予定です。今後、ZOOM 会議の

仕方、タブレットの使い方等の講習会も行う予定です。中部地区、下佐曽利地区では自治会館にネット環

境を整えると聞いております、各地区とのデジタル中継も視野に入れたいと思います。 

5. 未来の学校を考えるチーム：新林智子さんを代表とする西谷小、中学校の未来を考えるチームの活動が開

始されました。8 月 20 日に第 1 回の会が開催され子ども連れのお母さん、お父さんがたくさん集われ先

進事例のビデオ等を見た後、色々と話し合いが行われました。 

今後もまち協として応援していきたいと思います。 

 

☆総会の資料につきましては、 

「宝塚市西谷地区まちづくり協議会 資料ページ」 

（https://takarazuka-community.jp/document-nishitani/） 

に掲載しております。 

夢プラザ芝生広場に「ダリアモニュメント」が建ちました 

昨年、ダリアの花が宝塚市の２つ目の市花に選定されたことから、 

この 4 月、宝塚グリーンライオンズクラブさんの 50 周年記念の一環    

として「ダリアモニュメント」を宝塚市に寄贈 

され、夢プラザ芝生広場に建てられました。 

https://takarazuka-community.jp/document-nishitani/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西谷の人口は今・・・令和 4 年 8 月末現在 

 人 口 65 歳以上 高齢化率 

宝塚市 231,238 人 65,722 人 28.4％ 

西 谷 2,236 人 1,041 人 46.5％    

 

 

 

西谷小学校・中学校 児童・生徒数   

 西谷小学校 ・・・ 
1 年生   6 名 2 年生    6 名 3 年生   6 名 

60 名 4 年生  15 名 5 年生  10 名 6 年生  17 名 

 西谷中学校 ・・・ 1 年生   18 名 2 年生   9 名 3 年生  12 名 39 名 

 

『西谷でカヌーと五右衛門風呂体験』の開催 

 8 月 11 日（祝・木）に「武庫川がっこう」主催の『西谷でカヌーと五右衛門風呂体験』が開かれました。

市内の親子らが参加し、佐曽利川で子どもたちはカヌーの乗り方を 

教えてもらい、西谷の自然の中でカヌー体験を楽しみました。 

カヌー体験後はダイコンなどを使ったカレーを食べ、 

五右衛門風呂を沸かし入浴体験を行い、 

昔ながらの暮らしを体験しました。 

 

 

≪ ごあいさつ ≫ 

今年の春から大原野駐在所に配属となりました三好惇平です。 

大原野駐在所に配属になって 1 番に感じたことは、住民の方との親密性です。 

今まで警察官として勤務してきた中で経験したことのない住民の方との 

関わりに駐在所の重要性を認識しました。 

西谷地区の住民の方が安全で安心して暮らせる町づくりに努めますので、 

よろしくお願い致します。 

 

～～ 地域活性化部会,立ち上がる ～～ 

少子高齢による限界集落化寸前の西谷地域はかなり深刻です。 

気付いたときには、取り返しのつかない暮らしを送らなければならない状態になっていた・・・。 

そんな西谷の危機的な状況に対して、なんとかしなくてはと、まち協地域活性化部会は立ち上がりました。 

今やることが大事、今しかやれない、今でしょと、この部会はスピードを持って活動します。西谷という地域

の位置づけは、井戸の中の蛙から脱し文化度をアップして、「宝塚の２/３ある西谷地域」として宝塚市全体、

兵庫県、日本、世界の視座からローカル西谷を見てみること。全国にモデルとなるような、新しく未来に向け

たコミュニティづくりを創造する。 

 この宝塚西谷の全国への売りは、〝トカイナカ〟でなく「トカ里山」（都会から 30 分。日本一の里山とされ

る隣の川西市黒川と同じくらい田舎・里山の原風景が残り在来のメダカ等が生息する）。生物多様性の残るセン

ス・オブ・ワンダーな里山、「花の里」。隠れた秘境やパワースポットがある「福を招く里」（エビスシマダに満

福寺等）。アートの芽生える里。等々です。 

 今年度の活動は、毎月の「縁がわ会議」、「西谷の未来を語り合う会」（年３回）、「西谷フォーラム」（中央公

民館・西谷自治会連合と）、「宝塚にしたに里山芸術祭」（ゲリラ的に試行）、未来の学校を考えるチームの応援、

「里コン」（婚活）、「デジタル宝塚にしたに村」の試み、「縁泊」（移住・観光促進のための予備段階として）等。

以上、老若男女のみなさんのいいアイデアと提言、そしてご参加をお待ちしています。 

地域活性化部会 部会長 仲 清人 

＜ 西谷小中おうえん団の活動について ＞ 

地域の人々がボランティアとして、学校を訪れます。 

西谷に暮らす子どもたちや学校の先生たちが、楽しく 

安心して学校で過ごせるように、応援する会です。 

これまでも、多くのみなさんが学校を支えてこられました。西谷の「地域で子どもを可愛がり、育てよう」

という寛容な雰囲気は、南部の学校ではなかなか実現しにくい伝統と積み重ねの賜物です。毎月の登下校・

武田尾駅での見守り活動、本の読み聞かせボランティアなど、コロナ禍でも続けてこられました。今年度も

感染対策に気をつけながら、いろんな分野で学校と地域の人々の交流を増やしていきたいと思います。 

まずは草抜き・草刈りです。西谷地域全体が草との闘い…ですが、やはり学校も苦労しています。生徒数

の多い学校なら、子どもたちが遊んで踏みしめて、雑草を抑制しやすいのですが、校務員さんだけでは、と

ても太刀打ちできない状況になっていました。学校長の依頼を受け、まち協・自治連合会・老人会のみなさ

ん総勢 10 名が 7 月末に出動くださいました。酷暑の中、本当にありがとうございました。草刈り機、ユンボ

も登場、美しい校庭が復活しました。 

さらにその一か月後、8 月 29 日～9 月 1 日には、二学期始まった子どもたちの登校時間に合わせて、草刈

り・側溝の泥かき・花壇の再生に取り組みました。延べ 30 名の方々が助けに来てくださいました。夏休みを

終え、たくさんの荷物を抱え、浮かない顔で登校してきた子どもたちも、最初は「いったい、どうしたん？」

という表情でしたが、後半では、いい顔で挨拶してくれるようになりました。先生たちも労いの言葉をかけ

てくれました。地域のみんなの応援していることが伝わって、 

長い二学期も元気に過ごせるといいなと思います。 

今後も、第 2・4 木曜日７：３０～８：３０に、ガーデニングや 

楽しい運動場づくりを続けていきたいと考えています。 

花や野菜の種・苗が余ってるよ、手伝うよ～という方がいらしたら、 

ぜひご一緒に作業をいたしましょう。    

どうぞ今後とも、みなさんのお力・お知恵を分け与えてください。 

地域ボランティアコーディネーター 新林（神代）智子 

 


